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論|

米
岡
の
排
日
立
法
よ
り
生
ず
べ
き
重
大
な
る
結
果

作

田

荘

俳
日
傑
項
を
合
め
る
米
闘
の
新
移
民
法
は
議
舎
の
両
院
に
於
て
感
倒
的
多
数
を
以
て
通
過

L
、
五
月
二
十
六
日

終
に
大
統
領
内
裁
可
合
経
て
確
定
す
る
に
至
つ
付
。
是
よ
り
先
主
我
埴
原
大
使
は
国
務
長
官
に
陳
述
書
宇
一
透
ム
リ
、

排
目
立
法
の
理
由
の
不
営
な
る
を
指
摘
し
、
末
尾
に
比
の
特
殊
保
項
を
合
h
u
法
案
に
じ
て
成
立
ぞ
見
ん
炉
、
雨
園

聞
の
幸
編
に
じ
て
相
互
に
有
利
な
る
開
係
に
針
し
重
大
な
る
結
果
を
誘
致
す
べ
き
は
本
使
の
戚
知
せ
ざ
る
を
得
F

た
る
に
も
拘
ら
十
、

る
所
な
る
回
目
を
附
記
し
た
o

園
務
長
官
は
直
に
此
案
件
に
就
て
大
使
の
陳
述
ご
同
様
の
了
解
を
有
す
る
旨
を
答
へ

一
部
の
元
老
院
議
員
は
「
重
大
な
る
結
巣
」
吉
一
五
ふ
文
句
を
以
て
米
国
に
謝
す
る
覆
面
の
威
嚇

な
ム
り
芭
解
し
、
夏
仁
之
に
劃
し
大
使
が
、
之
れ
明
早
仁
日
米
両
閣
の
侍
統
的
友
情
に
憂
ム
ベ
き
影
響
ぞ
及
ぼ
す
ペ
き

こ

ze伊
』
カ
設
せ
ん
ご
試
み
た
る
に
過
ぎ
A
Y
Z
稗
明
じ
た
る
が
、
元
老
院
議
員
の
多
数
は
、
移
民
問
題
は
純
園
内
問

時

前

米
岡
田
排
目
立
法
よ
り
ル
し
ず
ペ
き
京
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
払
一
競

iL 
) 

九



時

論

米
闘
の
排
目
立
法
上
り
生
ず
べ
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
笹

第

1腕

九

) 

プL

題
に

L
て
外
闘
の
容
啄
を
許
さ
す
ご
の
昆
解
に
依
り
、
遂
に
初
め
我
闘
に
劃
し
て
好
意
を
有
し
た
る
議
員
ま
で
も

之
に
加
は

h
て
排
日
法
案
を
可
決

L
た。

世
間
に
は
此
の
排
目
立
法
の
成
立
に
就
て
埴
原
大
使
の
陳
述
書
中
に
加
へ
た
る
「
重
大
な
る
結
呆
」
正
云
ふ
文
句

が
重
大
の
原
因
を
な
し
た
る
如
〈
見
も
人
も
少
〈
な
い
。

苫
れ
ど
其
賞
は
、
此
の
文
句
の
使
用
者
(
は
我
大
使
の

厳
粛
芯
る
抗
議
が
此
り
立
法
に
加
勢
す
る
一
機
縁
己
な
り
、
少
数
の
反
劃
又
は
中
立
の
元
老
院
議
員
を
法
案
支
持

者
た
ら
し
め
た
る
に
止
ま
る
。
主
要
な
る
原
因
は
寧
ろ
、
移
民
問
題
に
閲
し
て
は
外
国
の
意
志
又
は
希
望
を
願
慮

す
る
こ
芭
な
〈
、
純
園
内
問
題
ご
し
て
慮
理
す
べ
き
h
の
で
あ
る
さ
云
ふ
米
関
民
大
多
数
の
輿
論
に
外
な
ら
ぬ
芭

思
ム
。
国
務
長
官
は
外
交
官
局
ご
し
て
、
「
-
一
ユ

1
弓

U
Y

ク
」
其
他
の
大
新
聞
は
輿
論
的
指
導
者
Z
し

τ排
目
立
法

を
阻
止
せ
ん
古
試
み
た
る
も
、
輿
論
の
カ
最
も
強
き
米
国
に
ゐ
つ
て
は
如
何
ご
も
な
し
待
な
い
w
o
大
統
領
が
此
の

法
案
を
裁
可
し
た
る
主
た
る
動
機
も
亦
輿
論
に
従
ふ
に
あ
っ
た
Z
察
せ
ら
る
る
。
此
の
移
民
問
題
を
純
圏
内
問
題

ご
見
る
Z
云
よ
輿
論
が
排
目
立
法
を
敢
て
し
た
ご
一
五
ふ
-
}
芭
は
我
困
民
の
深
〈
留
意
す
べ
き
貼
で
あ
る
。

米
国
の
排
目
立
法
よ
り
生
十
ぺ
き
結
果
は
、
無
論
異
先
き
に
は
大
使
の
言
へ
る
が
如
〈
日
米
図
交
の
不
和
で
ゐ

j
ヲ
、

「
カ

一
部
の
元
老
院
議
員
が
怒
競
せ
る
が
如
〈
日
米
戦
府
宇
佐
惹
起
す
る
も
の
ご
は
信
号
ら
れ
な
い
。
蓋
し
園
際

問
題
に
就
て
交
際
期
聞
の
短
き
割
合
に
は
苦
勢
を
積
み
訓
練
を
経
た
る
日
本
図
民
は
、
外
交
に
於
て
青
年
の
如
〈

車
純
な
る
米
図
民
に
脅
し
腕
々
し
(
戦
を
挑
む
ほ
ど
に
無
思
慮
で
は
な

ν
か
ら
で
あ
る
。
問
題
の
臭
意
義
は
決
し



て
日
米
の
困
交
官
一
五
ふ
が
如
き
軍
純
狭
小
な
る
範
園
に
止
ま
ら
な
い
。
吾
人
の
見
る
所
の
重
大
な
る
結
果
Z
云
ふ

は
、
米
国
民
が
移
民
問
題
を
純
園
内
問
題
ぜ
し
て
慮
理
す
る
吉
云
ふ
見
解
よ
り
排
目
立
法
を
通
じ
て
族
生
す
べ
き

結
果
で
J

る
。
此
見
解
に
基
〈
此
度
の
排
日
立
法
は
、
世
界
に
於
け
る
こ
大
争
議
を
著
し
(
鮮
明
に
各
園
人
の
前

に
提
示
す
毛
こ
言
、
な
り
、
且
つ
此
の
二
争
議
の
原
告
た
る
日
本
国
民
に
封
し
、
世
界
の
歴
史
に
未
ガ
曾
て
有
ら

F
る
重
大
な
る
使
命
を
負
は
し
む
る
に
至
つ
北
の
で
あ
る
。

移
民
問
題
は
純
囲
内
問
題
な
h
Z
言
ふ
ニ
己
は
、
草
に
現
行
の
闘
際
法
が
外
岡
人
移
住
の
拒
否
に
開
し
園
家
主

機
を
制
限
し
て
居
な
い
芭
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
外
閥
人
の
移
住
共
事
は
明
か
に
闘
際
交
通
に
麗
す
る
。
閥
際
交
通

の
大
義
は
、
各
園
聞
の
交
通
を
自
由
な
ら
し
め
、
外
国
人
に
劃
し
て
は
人
稀
国
籍
の
如
何
を
関
は
子
平
等
に
待
遇

し
、
街
ほ
進
ん
で
は
閥
家
の
統
治
組
織
に
欄
興
す
る
場
合
を
除
い
て
は
内
外
閤
人
を
通
じ
て
平
等
に
待
遇
す
e
へ
き

ニ
芭
を
原
則
Z
す
る
。
此
原
則
の
例
外
は
岡
家
の
安
立
に
謝
す
る
危
険
を
防
止
す
る
場
合
に
於
て
許
き
る
〈
〈
‘

此
原
則
が
具
健
的
に
各
種
の
交
通
仁
於
て
賞
現
さ
れ
行
(
こ
さ
が
閥
際
枇
曾
及
園
際
法
の
進
歩
で
あ
る
。
従
っ
て

米
闘
の
排
日
立
法
は
、
我
政
府
の
抗
議
書
中
に
泉
げ
た
る
如
〈
従
来
の
日
米
交
際
関
係
の
精
神
及
黙
約
を
無
視
せ

る
こ
Z
を
暫
ら
(
別
問
題
ご
す
る
も
、
山
川
ほ
明
か
に
閑
際
交
通
秩
序
の
抽
出
歩
を
積
格
的
に
阻
止
せ
る
反
闘
際
的
行

動
な
る
こ
Z
は
疑
な
い
。
国
際
交
通
に
閲
し
て
も
純
園
内
問
題
ご
し
て
勝
手
に
蕗
置
し
得
る
己
言
ふ
な
ら
ば
、
何

時

論

米
間
白
排
目
立
法
よ
り
生
ず
べ
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
第
一
瞬

九
=
一
)

九



時

論

米
岡
田
排
日
立
法
4
り
生
ず
ベ
き
京
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(第一一揖

九
四
」

ブL
四

慮
に
岡
際
共
同
生
活
及
国
際
法
の
存
立
す
る
倹
地
が
め
り
得
る
か
、
少
〈
も
如
何
に
し
て
其
進
歩
は
期
待
し
得
b

る
〈
き
か
。

一
方
に
岡
家
主
権
を
曾
重
し
り
、
、
他
方
に
岡
際
交
通
凶
忽
に
自
制
の
形
式
を
採
ち
て
閥
家
主
機
を

制
限
す
る
所
に
、

人
類
全
般
り
共
同
生
活
が
開
展
し
行
〈
O

此

ω
二
途
の
掻

ι

有
す
る
を
見

τ偏
へ
に
英
一
を
執
ら

ふ
ご
す
る
は
、

理
論
上
は
矛
盾
よ
め
往
す
芯
進
化
の
大
道
を
解
せ
ざ
る
も
の
で
わ
り
、
質
際
上
は
煩
守
又
は
急
進

の
就
れ
か
に
偏
し
て
人
類
生
活
の
順
調
な
る
進
路
を
妨
「
る
も
の
で
ゐ
る
o

強
大
な
る
輿
論
を
作
る
米
国
め
民
衆

は
枇
し
て
溢
る
、
地
恵

ω上
に
白
骨
時
十
賞
味
し
っ
、
、
自
国
の
世
界
ゐ
る
を
知
っ
て
天
下

ω世
界
ゐ
る
を
知
ら
F

る
ほ
ど
に
困
際
的
訓
練
を
扶
如

L
て
居
る
。
従
っ
て
劃
外
交
通
関
係
に
於

τ幾
多

ω反
闘
際
的
行
動
を
敢
て
し
な

が
ら
、
卒
然
ご
し
て
国
家
主
棋
を
一
五
々

L
国
際
的
意
義
ゐ
る
問
題
を
も
純
圏
内
問
題
一
で
あ
る
記
盲
信
し
て
居
る
。

之
ド
」
劃
す
る
日
本
閥
民
は
園
際
関
係
に
於
て
具
き
に
辛
苦
を
許
め
た
る
経
験
に
向
ム
リ
米
闘
の
非
道
な
る
待
遇
を
も

隠
忍
之
れ
カ
め
て
唐
品
。
日
米

ω外
交
関
係
が
数
々
険
悪
に
傾
き
な
が
ら
街
ほ
危
機
を
生
母
歩
、
同
時
に
叉
卒
和

的
手
段
に
よ
り
て
容
易
に
問
題

ω園
満
な
る
解
決
を
見
古
る
所
以
は
、
主
Z
し
て
占
遁

ω如
き
宵
信
吉
隠
忍
E
の

交
際
よ
り
来
る
の
で
あ
る
。

自
信
ご
隠
忍
ご
は
今
新
た
に
反
闘
際
的
精
一
脚
内
際
立
ち
て
跡
地
烈
な
る
排
日
立
法
を
生
ん

r。
其
の
立
法
は
真
に

世
界
に
於
け
る
こ
大
守
議
十
鮮
や
か
に
彩
vι
っ
た
。
守
議
の
一
は
有
色
人
に
劃
す
る
無
色
人
の
一
差
別
待
遇
に
闘
す

る
も
の
で
あ
り
、
守
議

ω
二
は
勢
働
闘
に
劃
す
る
宮
訴
闘
の
宮
源
獅
占
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
等
は
某
の
待



過
又
は
濁
占
を
撤
慶
せ
ん
・
』
Z
を
要
求
す
る
原
告
ご
之
を
桓
否
せ
ん
ざ
す
る
被
告
ご
の
間
仁
於
け
る
慶
大
且
つ
深

刻
な
る
争
議
が
、
徐
々
な
れ
ど
而
か
も
力
強
〈
、
他
の
重
要
な
る
問
題
を
座
し
て
開
展
L
行
く
を
見
る
。

亜
細
亜
民
族
に
し
て
米
閣
に
移
住
し
得
る
資
格
、
少
〈
芭
も
名
義
上
の
資
格
を
有
せ
る
も
の
は
唯
に
日
本
人
の

み
で
あ
っ
た
が
、
米
国
は
最
後
に
憲
法
の
解
穆
に
由
り
て
円
本
人
を
蹄
化
不
能
の
民
族
な

b
z
決
定
し
、
固
法
を

以
て
蹄
化
不
能
外
国
人
の
移
住
を
禁
止
し
た
o

米
国
は
新
移
民
法
を
制
定
し
亜
細
亜
人
に
劃
し
て
止
め
を
刺
し

た
。
其
彪
か
ら
重
大
な
る
結
果
を
生
子
る
。

一
部

ω米
国
人
は
反
問
し
て
言
ム
、

日
本
閥
民
は
欧
洲
諸
国
の
領
省

地
に
於

t
排
斥
せ
ら
る
、
を
認
び
な
が
ら
、
何
故
に
濁
・
り
米
国
の
所
録
に
憤
慨
し
反
抗
す
る
か
言
。
然
h
J
、
初
め

よ
り
亜
細
亜
人
排
斥
の
方
針
を
殿
守
せ
る
英
国
嵐
領
の
態
度
は
米
園
以
上
に
不
嘗
で
あ
る
。

さ
れ
Y
」
吾
人
は
米
国

の
亜
細
亜
人
の
待
遇
及
び
移
住
の
承
認
が
、
殆
ど
名
目
的
な
が
ら
も
日
本
人
の
入
闘
に
由
っ
て
倫
ほ
一
綾
の
命
脈

を
繋
ぎ
居
れ
る
こ
ぜ
を
悦
び
、
其
慮
か
ら
世
界
的
人
稀
問
題
の
解
決
の
端
絡
が
院
が
る
、
可
槌
性
が
あ
る
ご
思
つ

て
居
村
山
。
是
ま
で
亜
細
亜
岡
氏
は
欧
米
諸
閣
民
よ
り
差
別
待
遇
を
受
円
、
進
ん
で
は
利
穫
を
強
取
せ
ら
れ
、
甚
し

き
は
濁
立
ま
で
も
奪
は
れ
た
る
こ
ご
を
憤
慨
し
て
居
る
が
、
本
H
h
正
面
よ
り
之
に
輯
抗
す
る
江
け
の
賞
カ
を
具
へ

て
居
な
い
。
濁
ム
リ
日
本
悶
民
が
や
、
買
力
を
養
ひ
且
つ
地
勢
の
利
に
依
つ

τ、
園
際
政
局
に
於
て
有
力
な
る
俊
一
百

岩
ご
な
る
こ
ご
を
得
た
。
他
の
亜
細
豆
諸
闘
民
は
恐
ら
〈
、

日
本
圃
民
が
只
管
に
欧
米
園
民
に
追
従
し
て
唯
ピ
己

時

論

米
闘
の
排
目
立
法
主
り
生
子
ペ
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
第
一
競

九
五

丸
五



時

論

米
岡
田
排
目
立
法
よ
り
生
ず
べ
き
重
大
な
る
棺
果

第
十
九
巻

(
第
-
挽

九
六
)

九
六

れ
を
高
め
ん
こ
ご
を
希
ぴ
、
他
の
同
人
補
問
民
の
存
在
を
忘
れ
た
る
も
の
ご
考
へ
て
居
る
か
も
知
れ
な
い
。
き
れ

Y
」
日
本
圃
民
が
内
に
食
る
が
如
〈
西
洋
文
明
を
橋
取
し
、
外
に
欧
米
仁
謝

E
先
港
周
の
穫
を
謹
〈
し
、
追
従
E
見

ゆ
る
ほ
ど
に
諜
鹿
噌
』
れ
カ
め
た
る
こ
ご
は
、

や
が
て
欧
羅
巴
国
際
法
を
世
界
の
園
際
法
た
ら
し
め
、
欧
羅
巴
の
困

際
曾
議
を
世
界
の
園
際
聯
関
た
ら
し
め
た
る
所
以
で
あ
る
。
日
本
圃
民
が
六
十
年
間
努
力
せ
る
営
面
の
目
的
は
亜

細
亜
の
錦
で
な
〈
日
本
自
己
の
柏
崎
で
あ
っ
た
。
併
し
其
に
由
っ
て
我
閤
艮
が
無
色
人
の
生
活
卒
準
に
最
も
返
き
有

色
人
ど
し
て
、
叉
米
岡
民
が
有
色
人
に
劃
し
比
峻
的
に
寛
大
な
る
無
色
人
ご
し
て
、
相
可
が
全
〈
劃
等
の
交
際
を

績
け
て
雨
人
種
聞
の
微
妙
な
る
連
鎖
己
な
っ
て
居
た
・
』
ご
は
、

や
が
て
日
本
を
先
例
ご
し
て
漸
次
に
亜
細
亜
諸
岡

民
の
錦
に
卒
等
待
遇
を
承
認
せ
し
む
る
行
程
ご
な
り
得
た
謬
で
あ
る
。
若
し
米
闘
が
山
東
問
題
に
就
て
支
那
を
擁

護
し
た
る
こ
ピ
が
闘
際
協
調
の
精
紳
に
出
で
た
る
も
の
な
ら
ば
、
た
芭
へ
名
目
に
過
ぎ
中
'
Z
も
、
支
那
人
を
殴
洲

人
吉
同
等
に
待
遇
す
る
方
向
に
歩
を
進
む
イ
き
筈
で
あ
っ
た
。
新
〈
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
米
国
が
支
那
に
私
恩
を

頁
る
の
寅
盆
多
大
な
る
こ
古
は
勿
論
Z
し
て
、
茸
(
よ
b
も
向
ほ
世
界
の
暗
雲
た
る
人
稽
闘
争
が
如
何
ば
か
b
快
晴

に
向
っ
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
斯
か
る
賢
明
な
る
方
策
を
唯
我
渦
隼
の
米
岡
民
に
求
h
u

る
こ
ご

は
無
理
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、

せ
め
て
米
闘
が
日
本
国
民
だ
り
に
劃
し

τな
り
ご
、
思
に
名
目
に
過
ぎ
な
い
卒

等
待
遇
を
奥
へ
置
(
芭
云
ふ
こ
ぜ
は
、
有
色
無
色
の
人
樟
闘
宇
に
謝
し
少
康
を
保
内

J

殆
ど
唯
一
の
安
全
癖
で
あ
っ

た
。
然
る
に
事
賞
は
会
〈
正
反
艶
に
出
で
、

立
百
残
れ
る
唯
一
の
有
色
人
に
勢
し
、

其
の
不
面
目
Z
す
る
紳
士
協



約
に
由
っ
て
辛
ふ
じ
て
残
留
せ
る
名
目
上
の
平
等
待
遇
ま
で
も
剥
奪
し
て
、
絡
に
安
全
野
を
破
壊
し
了
っ
た
の
で

ゐ
る
。是

ま
で
吾
人
は
、
人
積
的
偏
見
に
基
〈
極
め
て
深
刻
な
る
世
界
的
闘
争
を
緩
和
し
行
〈
か
時
間
允
激
成
し
行
〈
か

が
、
様
・
阜
の
民
族
人
種
を
包
容
ず
る
米
国
の
慎
重
な
る
態
度
如
何
仁
あ
る
ご
思
ひ
、
問
題
解
決
の
鍵
を
握
れ
る
米

園
民
の
重
き
責
任
ご
曾
Z
き
使
命
子
炉
」
想
見
し
、
具
眼
者
の
出
で
、
、
民
衆
を
指
導
せ
ん
こ
芭
を
践
望
し
て
居
花
。

惜
い
か
な
米
国
民
は
輿
論
政
治
の
短
所
た
る
方
面
を
援
ん
で
遺
械
な
〈
低
級
政
治
を
寅
現
L
、
前
途
の
光
明
を
鵬
首

見
す
る
代
、
り
に
後
方
の
暗
黒
田
計
に
建
時
し
た
。
米
閣
の
排
目
立
法
を
見
て
、
濠
州
、

エユ

1
3
1
ラ
ン
ド
、
南
阿

の
人
々
は
恐
ら
〈
米
闘
が
自
己
遣
の
排
外
政
策
に
裏
書
し
た
る
こ
芭
を
悦
び
、
加
奈
陀
は
遠
か
ら
す
米
国
の
墾
に

倣
は
ふ
さ
す
る
で
あ
ら
ふ
。
南
米
議
図
吉
雄
、
米
国
の
新
移
民
法
に
よ
っ
て
尽
げ
ら
れ
た
る
欧
洲
移
民
が
入
っ

τ

衆
を
成
L
、
自
己
に
利
b
hカ
ゐ

h
z
認
め
た
る
時
期
に
於
て
は
、
或
は
米
困
の
先
達
に
よ
b
て
話
料
直
人
を
総

て
排
尿
す
る
に
至
る
か
も
知
れ
泊
。
吾
人
は
米
図
の
排
目
立
法
に
よ
っ
て
急
速
に
人
穏
争
議
が
開
展
し
行
〈
さ
は

考
へ
な
い
。
蓋
し
此
守
議
は
極
め
て
庚
大
深
刻
な
る
が
換
に
、

一
時
の
激
憤
に
由
っ
て
手
腕
〈
解
決
に
手
を
着
げ

ん
ご
す
る
が
如
き
愚
暴
は
金
〈
功
を
成
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
暗
唱
だ
此
の
問
題
の
意
義
が
多
数
の
有
色
人
穏
の
闘

民
に
白
血
宜
き
阜
、

Z
E、
徐
々
に
而
か
も
カ
強
き
反
抗
蓮
動
が
従
来
よ
hJ
も
一
屠
鮮
明
な
る
旗
臓
の
下
仁
世
界
の

各
所
仁
起
る
イ
き
こ
己
は
何
人
も
議
偲
し
得
る
所
で
あ
ら
ふ
o

時
二
諭

米
園
田
排
目
立
法
上
り
生
ず
べ
き
重
六
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
第
一
旗

九
七
)

九
七



時

前

米
闘
の
排
目
立
法
よ
り
生

f
，
へ
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

第

税

丸
凡
)

九
A 

四

人
種
的
偏
見
の
中
に
て
も
、
唯
ザ
い
異
類
を
厳
ひ
己
れ
の
生
活
風
習
Z
異
れ
る
放
の
み
を
以
て
他
の
風
習
を
醜
窓

Z
戚
十
る
が
如
き
軍
純
な
る
偏
見
は
、
世
界
交
通
の
庚
ま
る
じ
従
っ
て
自
ら
減
退
し
行
〈
で
あ
ら
ム
。
無
色
民
族

に
し
て
や
、
道
理
を
解
す
る
人
々
が
有
色
民
族
を
軽
侮
す
る
主
な
る
理
由
は
、
彼
等
が
特
に
有
色
民
族
じ
比
し
て

文
明
の
俊
越
せ
る
こ

t
e
e自
信
す
る
に
あ
る
芭
思
ム
。
但
し
精
紳
文
明
は
内
凱
の
所
産
な
れ
ば
東
西
文
明
の
説
れ

が
優
れ
る
か
は
、
雨
者
を
乗
ぬ
る
者
に
あ
ら
F
れ
ば
判
断
し
得
な
い
。
従
っ
て
識
見
あ
る
欧
米
の
思
想
家
は
決
し

て
東
洋
の
精
油
刊
文
明
を
軽
じ
な
い
。
多
〈
の
西
洋
民
族
が
優
越
を
戚
す
る
酔
聞
は
概
し
て
物
質
文
明
及
び
之
を
享
楽

す
る
図
慎
生
活
の
規
律
に
存
す
る
。
此
貼
に
於
て
東
洋
民
族
が
西
洋
民
族
Z
同
等
な
る
に
至
ら
ば
、
自
ら
生
活
風

習
に
於
て
も
多
〈
の
共
通
勃
JV生

ι著
L
〈
無
色
民
族
の
人
穂
的
偏
見
を
減
殺
し
得
る
で
あ
ら
ふ
o

日
本
国
民

は
、
西
洋
文
明
の
中
に
、
白
己
の
固
有
文
明
Z
撮
着
す
る
精
紳
文
明
の
要
素
あ
る
こ
さ
ず
』
不
快
Z
L
な
が
ら
も
、

而
hr
も
食
品
が
如
〈
に
彼
の
物
質
文
明
を
撰
取
し
、
且
つ
特
に
図
際
共
同
生
活

ω規
律
を
忠
質
に
遵
守
し
た
。
こ

れ
欧
米
関
民
が
困
際
交
通
に
於
て
日
本
国
民
を
待
遇
す
る
こ
己
他
の
亜
細
盟
国
民
よ
b
も
や
、
厚
き
所
以
で
ゐ

る
o
吾
人
は
此
貼
に
於
て
他
の
亜
細
亜
園
民
が
日
本
の
例
に
倣
は
ん
ニ

F
乞
翻
告
す
る
。

支
那
人
の
問
に
は
、

日
本
の
有
す
る
文
明
は
多
〈
西
洋
文
明
の
恥
入
に
過
ぎ
な
い
I

、
故
に
日
本
人
よ
h
受
頁
的

仁
西
洋
文
明
を
率
ぷ
よ
ち
も
寧
ろ
欧
米
に
往
い
て
直
停
を
受
〈
る
に
若
か
十
吉
一
式
ふ
者
が
少
〈
な
い
。
然
旬
、

日



本
人
は
其
の
固
有
の
精
神
文
明
を
系
統
化
し
て
他

ω民
族
に
提
供
す
る
徐
裕
な
き
ほ
ど
に
外
来
文
明
の
構
取
に
忙

L
h
v
o

此
の
多
忙
の
故
に
日
本
人
の
中
に
す
ら
、
間
有
な
る
精
一
脚
文
明
の
存
在
を
も
忘
れ
、
世
界
に
類
な
き
組
先

体
来
の
古
典
を
心
誠
し
な
い
者
が
少
〈
な
い
ほ
H

と
で
あ
る
o

放
に
我
等
が
支
那
人
に
体
ふ
る
も
川
り
は
殆
H

と
西
洋
文

明
の
受
賞
で
あ
る
o
我
挫
す
は
斯
く
す
る
こ
ご
に
よ
ち
て
な
る
べ
く
阿
洋
文
明
の
長
所
を
有
色
民
族
の
聞
に
蔚
く
侍

搭
し
た
い
。
印
度
に
あ
っ
て
は
恐
ら
〈
英
闘
人
が
其
文
明
を
印
度
人
の
問
に
普
及
す
る
こ
さ
を
好
ま
な
い
で
ゐ
ら

ム
o

若
し
四
国
の
事
情
が
許
す
に
至
ら
ぽ
我
等
は
印
度
人
に
劃
L
て
も
欧
米
文
明
の
受
賞
俸
授
を
試
み
た

ν
。
物

質
文
明
に
於
て
有
色
民
族
が
無
色
民
族
に
劣
る
こ
ご
は
何
人
も
明
瞭
に
看
取
し
得
る
所
で
ゐ
る
o
東
洋
に
は
よ
り

高
き
精
神
文
明
ゐ

h
z一
五
ふ
自
信
又
は
宣
停
は
決
し
て
物
質
文
明
の
貧
弱
な
る
弔
』
Z
を
静
護
す
る
所
以
ご
は
な
ら

な
い
。
叉
彼
の
物
質
文
明
に
よ
っ
て
我
の
精
紳
文
明
が
破
壊
さ
品
、
吉
見
る
も
相
憂
で
ゐ
る
も
其
が
憂
慮
せ
ら
る

る
ほ
ど
の
精
神
文
明
な
ら
ば
寧
ろ
破
壊
に
値
す
る
ご
も
云
へ
る
o
今
後
有
色
民
族
の
聞
に
康
〈
鉱
山
色
人
の
外
祭
的

物
質
文
明
が
普
及
し
て
彼
我
の
懸
隔
な
き
に
至
ら
ば
、
其
時
こ
を
東
洋
特
有
の
内
観
的
精
紳
文
明
が
遠
〈
世
界
の

康
野
を
照
ら
し
、

や
が
て
人
種
的
偏
見
を
し
て
共
の
影
を
筏
せ
し
む
る
に
至
る
で
あ
ら
ふ
。
人
積
的
偏
見
は
自
尊

他
卑
の
戚
情
よ
り
来
る
。
此
の
戚
情
を
改
め
し
め
ん
が
潟
め
に
腕
力
其
他
の
外
的
手
段
を
用
ゆ
る
は
、
枝
葉
を
挺

へ
て
根
幹
を
逸
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

時

諭

4
A
困
の
排
目
立
法
よ
り
生
ず
司
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

停

車E

九
九
)

7L 
九



時

論

米
国
白
排
目
立
法
よ
り
生
ず
べ
き
重
犬
な
る
結
果

第
十
九
谷

(
第
一
貌
一
C
O
)

O 
C 

究
に
宮
源
問
謝
崎
労
働
岡

ω争
議
は
如
何
な
る
関
係
に
於
て
米
国
の
排
目
立
法
に
現
は
れ
た
る
か
。
米
闘
の
新
移

民
法
は
各
闘
の
新
移
住
者
を
一
人
九

O
年
の
在
住
移
民
数
の
二
分
に
限
定
L
た
る
が
故
に
、
排
日
僚
項
を
加
へ
A
Y

ご
も
日
本
人
に
許
古
る
、
移
住
者
裁
は
僅
か
に
二
百
布
徐
に
過
ぎ
な
い
。
此
貼
よ
り
見
て
米
国
民
は
徒
ら
に
日
本

人
を
侮
辱
す
る
も
の
で
あ
る
吉
一
云
ふ
批
難
も
謬
つ
て
は
居
な
い
。
同
時
に
叉
吾
人
は
米
閥
民
が
日
本
人
の
宮
源
開

費
の
能
力
を
認
め
た
る
が
放
に
極
端
に
日
本
人
を
敬
遠
し
た
る
事
情
を
も
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
。

米
問
人
は
日
本
人
を
目
し
て
敏
捷
な
h
t
言
ふ
。
之
に
加
ふ
る
に
在
米
日
本
人
は
加
州
米
岡
人
の
野
性
的
勇
猛

心
に
戚
化
ぜ
ら
れ
、
内
地
の
同
胞
に
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
生
気
を
帯
び
て
活
動
し
て
居
る
o

彼
等
は
絶
b
す
苛

酷
な
る
法
制
の
下
に
鹿
迫
吉
れ
な
が
ら
も
、
米
図
人
及
欧
測
移
民
の
顧
み

F
る
生
産
カ
薄
き
土
地
又
は
暑
熱
烈
し

き
地
方
仁
於
て
見
事
に
多
大
の
牧
盆
を
事
げ
、
己
に
四
十
高
エ
ー
カ
ー

ω士
地
を
耕
作
し
て
果
樹
、
琉
菜
、
米
懇

等
の
生
産
に
成
功
し
て
居
る
o
初
期
の
排
日
運
動
は
日
本
人
が
賃
勢
働
の
競
争
者
ご
し
て
排
尿
せ
ら
れ
、
資
本
家

• 

は
寧
ろ
日
本
人
を
利
用
す
る
を
悦
ぶ
扶
況
で
あ
っ
た
。
然
る
に
日
本
人
が
や
、
資
力
を
得
る
に
従
ひ
て
賃
帥
労
働
者

よ
b
農
業
令
業
者
に
進
み
、

地
方
の
市
場
に
卦
し
幾
分
の
勢
力
を
占
め
来
る
に
及
ん
で
は
、
賃
労
働
者
の
外
一
般

米
岡
人
の
排
日
気
勢
を
醸
生
す
る
に
至
っ
た
o

故
に
日
本
人
排
尿
の
主
因
は
異
民
族
た
る
日
本
人
が
優
れ
た
る
宮

源
開
畿
の
抱
力
を
有
す
る
黙
に
あ
ち
て
、
此
の
戚
情
£
利
害
芭
の
結
合
が
深
刻
執
劫
な
る
排
日
運
動
ご
な
っ
た
の

で
あ
る
。
米
国
民
は
日
本
人
を
同
化
L
難
い
民
族
な
h
ざ
云
ふ
も
、
日
本
人
は
野
性
向
ほ
強
き
加
州
米
困
人
よ
h



精
榊
的
戚
化
h
f
受
〈
る
に
は
品
川
ほ
品
師
、
り
に
鍛
練
苫
れ
て
居
h
、
外
形
的
同
化
に
歪
h
J
て
は
米
国
生
れ
の
日
本
人
が

依
り
に
易
々
ぜ
同
化
し
て
環
境
の
勢
カ

ω大
な
る
に
驚
〈
ほ

H

と
で
ゐ
ゐ

O

米
国
に
於
り
る
日
本
人
排
尿
の
一
大
原
因
は
買
に
米
関
民
が
共
の
有
19
像
れ
る
富
源
を
濁
占
し
て
能
力
ゐ
る
他

図
民
が
其
開
後
に
品
増
加
す
る
を
桓
否
す
る
に
あ
る
。
大
戦
前
ま
で
は
米
国
に
来
れ
る
外
岡
移
民
が
百
高
人
を
越
ね

居
た
る
が
、

一
九
一
二
年
五
月
の
移
民
法
は
之
を
約
三
十
六
詩
人
に
制
限
し
た
o

本
年
七
月
よ
り
質
施
さ
る
ド
、
一
新

移
民
法
は
一
具
に
之
を
約
十
七
高
人
仁
低
下
し
た
。
而
し
て
宮
源
開
後
に
参
加
せ
し
む
る
欧
洲
人
も
英
国
系
米
国
人

ご
の
血
縁
の
遠
近
に
よ
ム
リ
て
差
別
を
設
け
、
彼
等
が
無
縁
の
衆
生
ご
見
る
所
の
亜
細
亜
人
は
会
〈
之
を
拒
否
す
る

こ
ご
、
し
た
o
軍
に
人
柄
的
偏
見
の
み
な
ら
ば
、

存
住
日
本
人
が
経
済
上
黒
人
以
下
に
待
遇
せ
ら
る
、
に
は
至
る

ま
レ
。
車
に
企
業
勢
働
の
能
力
を
惜
る
の
み
な
ら
ば
日
本
人
が
特
に
獅
泡
移
民
吉
匝
別
せ
ら
る
、
こ
と
は
な
い
I

筈

で
ゐ
る
。
敏
捷
勤
勉
な
る
有
色
民
族
が
米
国
の
宮
源
開
畿
に
晶
君
加
す
る
さ
一
お
そ
」
ご
が
根
強
い
排
日
思
想
を
養
成

し
た
。
然
る
に
日
本
人
が
優
れ
た
る
富
源
開
後
能
力
を
有
す
る
ご
一
石
ふ
こ
Z
は
却
も
世
界
の
宮
源
開
後
に
封
し

τ

奉
加
の
要
求
権
を
有
す
る
こ
ご
を
確
質
な
ら
し
む
る
一
大
理
由
吉
な
る
o

米
国
の
排
除
理
由
が
同
時
に
我
園
民
の

封
抗
理
由
Z
な
る
こ
ぜ
は
、
不
思
議
な
る
悶
縁
で
あ
b
又
明
白
な
る
論
理
で
あ
る
o

ー，、

園
民
経
済
に
於
て
資
本
家
封
融
労
働
者
の
階
級
宰
議
が
激
烈
に
な

b
っ
、
あ
る
問
に
、
世
界
経
済
に
於
て
は
宮
跡

時

論

来
闘
の
耕
目
立
法
よ
習
生
ず
べ
き
露
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
第
一
統
一
O
こ

C 



時

f市

来
闘
の
排
日
立
法
よ
り
生
ず
べ
き
重
大
な
る
結
呆

第
十
九
巻

(
第
一
腕
一

O
二
)

。

園
調
勢
働
図
の
階
級
守
議
が
漸
〈
各
国
民
の
意
識
に
上
っ
て
京
市
花
。
首
脳
桝
図
)
己
は
、
閥
民
の
消
費
的
需
要
及
び
熟

線
不
熟
練
の
叫
労
働
力
に
比
し
て
生
産
の
第
一
基
礎
化
る
富
源
監
か
な
る
に
由
り
、
長
〈
生
産
自
給
の
倹
地
大
な
る

も
の
を
拐
し
、
労
働
固
さ
は
、
岡
民
需
要
及
崎
労
働
力
に
比
し
て
宮
源
乏
し
/
、
他
国
民
の
富
源
を
受
用
し
て
始
め

て
生
産
を
僕
張
L
得
ぺ
〈
、
主
ご
し

τ融
労
働
に
由
っ
て
岡
氏
の
物
質
的
生
活
を
会
ふ
し
得
る
も
の
を
指
す
。
闘
民

の
消
費
需
要
吉
労
働
力
芭
は
人
口
を
通
じ
て
略
ぽ
詞
慌
の
消
長
を
見
る
。
故
に
宮
源
凶
は
た
己
へ
富
源
己
勢
働
ご

の
調
和
を
得
、
占
る
も
優
仁
白
岡
民
の
必
要
生
計
を
会
ふ
じ
待
イ
〈
、
他
国
の
惜
労
働
力
を
移
入
す
る
は
、
よ
b
多
〈

国
官
舎
増
殖
せ
ん
が
震
に
外
な
ら
れ
刷
。
之
に
反
し
帥
労
働
闘
は
関
宮
の
増
殖
に
由
る
高
級
の
生
計
は
勿
論
、
国
民
の

生
存
の
震
に
も
他
国
の
宮
源
に
依
頼
す
る
を
要
し
、
宮
源
ご
労
働
力
百
の
不
調
和
は
閥
民
経
済
の
存
立
を
き
へ
危

険
な
ら
し
h
u
る
。
実
米
露
支
は
宮
源
国
の
雄
大
な
る
も
の
で
あ
与
、
日
伊
濁
壊
は
崎
労
働
闘
の
顕
著
な
る
も
の
で
あ

る
o

諸
闘
の
封
外
経
務
政
策
は
概
し
て
宮
跡
閥
封
労
働
問

ω要
求
及
び
臆
酬
の
如
何
じ
あ
る
さ
一
百
へ
る
。

闘
民
経
済
に
あ

h
f
は
生
産
の
第
一
基
礎
た
る
官
源
は
或
は
会
有
に
麗
L
或
は
私
有
に
委
ね
ら
る
、
も
お
盆
の

魚
崎
に
茶
庭
分
を
制
限
せ
ら
る
る
o

然
る
に
資
本
は
人
力
の
結
同
市
で
あ

h
、
各
人
の
努
力
に
酬
ゆ
る
こ
芭
が
富
の

増
殖
に
利
あ
り
Z
見
た
る
自
由
主
義
制
の
経
済
組
織
に
あ
り
で
は
、
之
を
私
有
せ
し
め
て
任
意
の
蕗
分
を
許
し
て

居
る
o

故
仁
図
民
経
済
に
あ
り
て
は
資
本
家
が
賃
拙
労
働
者
に
劃
し
て
優
越
の
地
位
を
占
め
、
之
に
基
い
て
勢
資
の

争
議
を
見
る
に
至
る
。
然
る
に
世
界
経
済
に
あ
h
て
は
官
源
は
各
閥
民
の
私
有
に
麗
し
各
閣
民
の
上
に
立
も
て
世



界
の
富
源
を
各
国
民
に
按
排
す
る
R

公
共
的
権
威
は
存
在
し
な
い
o

故
に
宮
源
乏
し
き
岡
氏
は
た
さ
へ
多
大
の
資
本

を
有
す
る
も
之
の
み
に
よ
り
て
生
産
を
繍
張
す
る
を
得
な
い
。
葦
1
生
産
は
、
第
一
に
官
訴
に
劃
す
る
勢
働
に
由

h
，
て
原
生
産
を
な
し
、
第
二
に
.
原
生
産
の
結
果
た
る
資
本
じ
謝
し
て
勢
働
す
る
複
生
産
を
行
ふ
に
あ
れ
ば
、
宮
源

な
〈
ん
ば
会
〈
生
産
の
源
泉
が
な
い
。

次
に
勢
働
閣
は
国
際
経
糖
競
争
上
、
富
源
闘
に
比
し
て
大
な
る
不
利
の
地
位
に
立
つ
。
富
訴
は
剰
俄
債
値
を
生

宇
品
第
一
の
原
因
で
あ
っ

τ、
資
本
や
努
働
が
生
産
費
を
構
成
す
る
に
反
し
冨
源
は
天
奥
の
生
産
要
素
ご
し
て
生

産
費
の
中
に
加
ら
な
γ
。
故
に
宮
源
に
よ
る
生
産
者
は
資
本
に
よ
る
生
産
者
に
比
し
初
め
よ
り
優
越
の
地
位
を
占

む
る
。
濁
逸
は
英
米
の
品
仙
の
優
越
性
に
謝
抗
す
る
震
に
、
専
心
に
地
物
科
間
半
及
び
利
用
技
術
の
後
迭
を
計
り
、
批
官

明
及
勢
働
品
質
の
進
歩
が
よ
ム
リ
多
〈
の
生
斎
設
を
要
せ
き
る
冊
却
を
利
用
し
て
頻
b
に
精
巧
な
る
商
品
の
複
生
産
に

努
力
し
た
。
謂
は
ば
滴
逸
は
勢
働
者
の
頭
脳
及
び
筋
肉
の
中
に
人
工
的
宮
間
酬
を
創
造
し
セ
誇
で
あ
h
、
之
れ
濁
逸

が
短
日
月
の
間
に
英
図
の
畳
を
摩
す
る
に
至
っ
た
所
以
で
あ
る
。
き
れ
ど
「
人
産
」
は
絡
に
「
地
産
」
に
勝
た
中
。
何

ご
な
れ
ば
英
国
は
濁
逸
の
質
業
数
育
の
偉
大
な
る
放
呆
h
T
見
て
反
省
し
之
に
倣
ふ
に
至

h
、
凋
逸
の
人
工
的
富
源

は
英
米
に
於
て
も
之
を
創
造
す
る
に
難
〈
な
い
が
、
棚
叫
逸
に
快
け
る
英
米
の
天
奥
の
宙
源
は
長
〈
潤
占
的
に
刑
判
俄

慣
低
を
放
出
し
て
巳
ま
な
い
w

か
ら
で
あ
る
。
之
仰
い
第
一
流
の
工
業
閥
民
た
る
濁
逸
が
苦
闘
す
る
所
以
に
し
て
世
界

大
戦
の
一
要
因
は
確
か
に
此
の
苦
悶
の
轡
結
で
あ
っ
た
さ
思
ふ
。
地
産
に
於
て
戦
前
の
湖
逸
ほ
げ
と
の
銭
石
炭
も
な

時

言自旨

米
間
の
排
目
立
時
よ
り
生
ず
べ
き
重
大
台
る
結
果

第
十
九
巻

(
銃
一
規
一
O
三
)
~

O 



時

古市

米
岡
田
排
目
立
法
よ
り
生

f
ぺ
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
第
一
披
一
O
四
)

O 
四

〈
、
人
産
に
於

τは
透
か
に
濁
泡
の
後
塵
を
奔
す
る
に
過
ぎ

F
る
我
国
民
は
、
図
民
経
済
の
存
立
に
就
て
深
〈
思

を
廻
ら
さ
ね
ば
な
ら
泊
。
現
時
の
念
務
は
舗
逸
に
息
T

ん
で
称
力
、
人
産
を
進
歩
せ
し
む
る
に
あ
る
o

共
次
に
来
る

も
の
は
即
ち
富
源
闘
に
劃
す
る
要
求
で
あ
る
o

但
L
後
者
は
濁
逸
の
覆
轍
に
鑑
み
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

士

英
米
の
識
者
は
言
ム
、
我
等
が
外
国
移
民
、
殊
に
同
化
し
雑
誌
d

亜
細
亜
移
民
を
在
絶
す
る
は
、
白
岡
民
の
共
同

生
活
を
安
定
な
ら
し
む
る
じ
ゐ
る
、
叉
我
等
が
班
先
よ
り
受
げ
た
る
土
地
を
我
等
の
子
孫
に
侍
ふ
る
こ
ご
は
、
-
」

れ
嘗
然
な
る
所
有
の
権
利
に
し
て
竃
も
批
難
さ
ゐ
、
貼
は
な
い
o

さ
れ
ど
日
本
岡
氏
が
貧
弱
な
る
地
物
の
上
に
多

大
の
人
口
を
有
す
る
に
よ
b
、
外
に
向
っ
て
地
産
物
を
要
求
す
る
こ
芯
も
、

こ
れ
亦
不
営
ご
は
言
U
難
い
。
正
義

ご
不
正
義
正
の
衝
突
は
唯
に
正
義
を
勝
た

L
む
る
に
あ
る
も
、
正
義
己
正
義
ご
の
戦
は
如
何
ご
も
す
イ
か
ら
F
る

人
生
の
悲
劇
で
あ
る
ご
。
彼
等
が
白
岡
の
共
同
生
活
を
安
定
せ
し
な
る
を
以

τ正
義
吉
な
す
は
是
嘗
で
あ
る
。
但

L
其
慮
に
は
偶
h
T彼
等
が
異
民
族
を
股
容
し
得
5
る
ほ
ど
に
偏
狭
な
る
人
穏
的
戚
情
を
包
滅
す
る
に
あ
ら
F
る
か

を
疑
は
し
む
る
係
地
も
存
す
る
。
殊
に
所
有
権
の
保
有
を
正
義
な
り
ご
云
ふ
は
英
米
川
想
の
極
端
な
る
箇
人
主
義

を
其
の
ま
、
困
民
に
ま
で
繍
張
L
、
長
〈
宮
源
を
濁
占
L
て
之
を
子
孫
に
の
み
享
幾
せ
し
め
ん
芭
す
る
利
己
心
に

外
な
ら
泊
。

彼
等
の
謂
ゆ
る
正
義
ご
正
義
己
の
戦
吉
一
五
ふ
は
唯
だ
各
岡
氏
の
立
場
よ

b
見
た
る
批
判
に
過
ぎ
な

ぃ
。
園
民
吉
岡
民
ご
が
封
立
す
る
守
議
に
あ
っ
て
は
、
図
民
の
立
場
よ
り
は
唯
だ
「
必
要
」
又
は
「
便
宜
」
の
主
張
が



許
き
る
、
に
け
で
ゐ
っ
て
、
正
義
の
何
た
る
か
は
守
議
官
事
岩
を
超
越
せ
る
第
三
の
高
き
立
場
よ
り
考
察
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
立
場
よ
h
見
れ
ば
、
今
の
官
源
闘
が
筒
人
の
所
有
よ
り
も
一
層
温
度
に
固
執
す
る
閥
民
の
所
有

な
る
も
の
が
、
果
し
て
正
嘗
の
権
原
に
基
げ
る
も
の
な
る
や
は
、
大
に
疑
ふ
。
へ
き
紬
跡
地
が
あ
る
o
今
日
に
於
て
新

か
る
問
題
を
詮
索
す
る
は
非
質
際
的
で
ゐ
る
正
す
る
な
ら
ば
、

A
1
貫
際
問
題

Z
L
て
我
等
は
斯
〈
言
ひ
た
い
、
濁

占
は
濁
占
物
を
最
も
菩
〈
利
用
す
る
者
に
の
み
許
さ
る
べ
し
さ
。
主
(
が
正
義
の
撃
で
ゐ
ら
ね
ば
な
ら

ρ
。

悶
民
経
済
に
あ
h
て
は
、
牧
盆
分
配
の
会
卒
を
期
す
る
ご
同
時
に
吹
盆
を
多
大
な
ら
し
む
べ
き
生
産
の
増
進
に

努
力
す
る
。
然
る
に
世
界
経
済
に
あ
り
て
は
、

一
方
に
は
地
上
の
至
る
所
に
庚
大
な
る
官
源
を
睡
眠
せ
し
め
甚
し

〈
宮
の
増
殖
を
妨
越
し
な
が
ら
、
而
か
も
他
方
仁
は
闘
際
分
配
の
偏
傍
甚
し
き
を
見
て
、
之
れ
悲
む
べ
き
正
義
吉

正
義
Z
の
衝
突
で
あ
る
ご
一
五
よ
。
吾
人
は
正
義
の
名
に
於

τ厳
粛
な
る
抗
議
を
提
出
せ
古
る
を
得
な
い
。
蓋
し
経

済
上
の
正
義
は
、
囲
内
Z
園
際
ご
を
通
じ
て
先
づ
富
源
ピ
労
働
ご
営
相
曾
せ
し
な
る
に
あ
る
。
こ
れ
生
産
の
増
進

を
来
た
す
の
み
な
ら
す
、
叉
分
配
の
公
卒
を
も
資
ら
す
所
以
で
ゐ
る
。
故
に
此
度
の
排
日
問
題
に
聯
関
し
て
支
那

の
新
聞
紙
が
、

日
本
は
米
図
に
抗
議
し
な
が
ら
自
ら
却
っ
て
支
那
努
働
者
の
移
住
を
恒
む
は
矛
盾
で
ゐ
る
ご
批
難

せ
る
は
、
問
題
の
内
容
を
吟
味
せ
ぎ
る
見
解
で
あ
る
o

我
闘
が
米
闘
に
要
求
す
る
理
由
ご
支
那
帥
労
働
者
の
移
住
を

抑
制
す
る
理
由
ご
は
、
全
〈
宮
源
Z
労
働
古
の
調
和
を
計
る
ぜ
云
ム
同
一
の
事
情
に
基
〈
の
で
あ
る
。

^ 

時

論

米
聞
の
排
目
立
法
よ
り
生
ず
べ
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
第
一
瞬
一

O
E
)

一
O
E



第
十
九
巻
(
第
一
披
一

O
六
)

一
部
の
英
米
人
は
我
等
に
忠
告
し
て
言
ふ
。
貧
弱
な
る
官
制
酬
の
上
に
住
め
る
図
民
は
人
口
の
増
加
を
抑
制
し
て

時

論

米
閣
の
排
目
立
法
上

H
生
子
ぺ
き
重
大
な
る
結
果

一
の
六

困
民
需
要
を
充
足
す
る
に
若
か
十
o

慨
が
ら
守
人
の
多
産
を
敢
て
し
な
が
ら
物
の
不
足
を
外
闘
に
求
む
る
は
利
己

的
な
ら
中
や
己
。
米
関
に
留
曲
学
し
た
る
我
国
人
の
中
に
は
新
か
る
英
米
人
の
口
吻
某
の
ま
、
な
る
が
如
量
産
児
制

限
を
唱
ふ
る
も
の
も
あ
る
o
若
し
宮
源
国
が
飽
く
ま
で
宮
源
濁
占
を
回
執
し
、
券
働
図
が
並
(
を
動
か
す
.k
け
の
カ

が
な
い
ご
し
た
な
ら
ば
、
其
結
果
は
柑
労
働
図
に
於

τ巳
む
を
得
宇
産
児
制
限
ご
な
る
の
み
で
ゐ
る
。
優
生
与
の
指

導
に
基
〈
場
合
は
可
な

h
ご
す
る
も
、
唯
だ
生
活
の
困
難
に
よ
り
巳
む
な
〈
産
児
を
制
限
す
る
こ
ご
は
、
人
の
質

を
改
善
し
て
量
の
増
加
に
代
ふ
る
の
で
な
〈
、
唯
だ
無
差
別
に
量
の
み
を
減
守
ん
ど
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
共

は
た
己
へ
意
識
的
に
行
ふ
正
し
て
も
、
恰
も
動
物
が
芸
附
涯
に
供
給
古
る
、
営
養
物
の
量
に
よ
り
て
栂
族
繁
殖
の

量
を
左
右
せ
ら
志
、
吉
一
其
越
を
等
ふ
す
る
o

殊
に
園
内
に
於
り
る
自
由
分
配
組
織
り
下
に
於
て
、
政
入
不
足
の
故

を
以
て
産
児
制
限
を
行
ふ
は
、
国
民
生
活
を
し
て
勤
物
の
如
き
自
然
生
活
に
墜
落
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
産
見

を
制
限
す
る
筒
人
に
さ
っ
て
は
其
が
意
志
法
則
に
由
っ
て
自
ら
之
を
行
ふ
ご
思
ム
で
あ
ら
ふ
が
、
分
業
及
R
T
配
を

な
せ
る
園
樫
生
活
さ

L
て
は
其
は
明
か
に
一
の
自
然
法
則
の
費
動
で
あ
る
。
自
分
だ
け
が
考
ふ
る
所
ゐ
っ
て
産
児

を
制
限
す
る
は
ご
も
か
く
、
此
の
閉
館
生
活
ご
し
て
の
自
然
法
則
を
世
間
に
宣
体
し
て
国
民
意
志
生
活
の
一
法
則

の
如
〈
主
張
す
る
が
如
き
は
、
自
然
生
活
正
志
芯
生
活
ご
の
隠
別
を
融
研
へ
ぎ
る
見
解
E
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

闘
民
の
意
志
生
活
t
L
て
は
、
先
づ
生
産
の
高
級
化
さ
共
に
今
の
偏
街
せ
る
分
配
を
矯
正
し
て
何
人
に
も
其
の
健



見
を
養
ひ
得
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而

L
て
向
ほ
養
ひ
得
ざ
る
芭
き
は
北
九
品
腕
陥
を
補
ふ
鋳
め
に
外
に
向
つ

τ

世
界
の
宮
源
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
要
求
が
強
〈
阻
止
せ
ら
る
、
ご
き
、
始
め
て
図
樽
意
志
に
由
る
人

口
調
節
の
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
が
、
此
場
合
言
て
も
出
来
る
限
h
ノ
、
会
人
類
よ
ち
見
て
自
然
的
被
制
的
な
る
調

節
eT
避
〈
る
や
う
力
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
筒
入
の
み
の
計
ひ
に
止
ま
h
園
鶴
よ
h
見

τ自
然
現
象
三
思
は
る
る

所
の
庭
向
児
制
限
が
康
く
行
は
る
、
に
至
ら
ば
、
其
芭
共
に
精
神
の
萎
縮
を
来
た
し
、

や
が
て
は
閤
民
牧
盆
り
足
る

芭
足

ιざ
る
ご
に
関
係
な
〈
人
口
を
減
じ
、
入
品
&
下
ガ

L
行
〈
で
あ
ら
ふ
o

山
間
ほ
我
図
民
が
苦
慮
す
る
宮
栢
酬
の
敏
乏
弘
、
軍
に
食
料
の
み
で
な
〈
、
近
代
的
文
化
生
活
十
倍
ひ
錦
に
必
要
な

4
0

工
業
ロ
聞
の
地
産
的
資
財
仁
於
て
一
屠
甚
だ
し
い
。
是
等
仁
就
て
は
我
悶
民
が
悌
蘭
医
の
如
〈
人
口
の
増
加
を
制

限
じ
て
も
何
の
甲
斐
も
な
く
、
悌
蘭
西

ω如
吉
自
給
朕
態
以
求
め
得
ら
れ
な
レ
。
若

L
叫
労
働
岡
民
は
人
口
を
制
限

し
て
最
低
生
活
を
支
持
し
得
れ
ば
足
り
、
文
化
生
活
を
債
な
に
及
ば
す
ご
云
ふ
に
あ
ら
ば
い
ぎ
知
ら
や
、
有
も
図

民
の
努
力
に
よ
っ
て
某

ω生
活
を
会
ふ
す
る
こ
古
が
趣
旨
Z
し
て
正
賞
で
あ
る
以
上
は
.
其
の
努
力
を
報
償
ご
し

て
、
自
己
に
不
足
せ
る
生
活
方
便
を
他
に
就
て
求
む
る

-
-
Z
は
、
如
何
な
る
勃
よ
り
見
て
も
極
め
て
穏
蛍
な
る
要

求
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
臥
。

カa

世
界
経
済
の
主
義
は
第
一
に
世
界
の
官
栢
酬
を
世
界
の
労
働
者
の
前
に
開
放
す
る
に
あ
る
。
宮
源
の
国
民
的
濁
占

時

ni信

米
岡
の
排
目
立
法
よ
り
生
ず
べ
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
容

(
第
一
一
揖
一

C
J
)

C 
七
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来
園
の
排
目
立
法
よ
り
企
ず
べ
き
重
大
な
る
結
呆

第
十
丸
容

(熱一一抗一
o
λ
)

O 
λ 

が
許
き
る
、
場
令
は
唯
だ
其
白
幽
民
一
か
富
源
を
現
に
利
用
す
る

Z
き
に
限
ら
る
、
。
現
に
利
用
し
っ
、
あ
る
官
帽
酬
を

他
よ
り
奪
略
す
る
ニ
古
の
不
蛍
な
る
て
共
に
、
現
に
自
ら
利
用
せ
ぎ
る
宮
源
七
濁
占
し
て
他
の
利
用
脅
桓
否
す
る

も
亦
不
嘗
で
ゐ
る
。
資
本
濁
占

ω営
否
に
就
て
は
積
々
の
疑
問
を
生
中
る
も
富
源
に
就
て
は
上
述
の
如
〈
簡
明
に

断
定
し
得
ら
る
、
。
宮
源
は
天
奥
の
思
惑
で
あ
る
。
若
し
富
源
所
有
者
が
之
島
a
獲
得
す
る
忽
め
に
正
営
な
る
犠
牲

を
供
へ
た
る
場
合
に
は
宮
源
利
用
者
が
共
の
犠
牲
を
分
捻
す
る
を
嘗
然
ピ
す
る
が
、
其
以
上
に
単
純
な
る
宮
漉
濁

占
の
権
利
は
存
し
な
い
。
叉
現
に
利
用
さ
れ
同
宮
源
を
他
よ
・
り
来
っ
て
開
鵬
首
す
る
こ
苫
は
猫
1
9
刺
用
者
の
利
盆
の

み
な
ら
争
、
所
有
者
も
亦
英
利
益
を
分
受
す
る
の
で
あ
る
。

世
界
に
於
て
富
混
ぜ
労
働
ご
の
調
和
セ
計
る
こ
ど
は
、
経
済
上
の
主
義
ご
し
て
は
極
め
て
重
要
な
る
も
の
で
あ

る
が
、

復
維
な
る
祉
曾
生
活
又
は
岡
戸
誕
生
活
は
必
し
も
経
済
上
の
要
求
の
み
を
揃
足
せ
し
む
る
こ
ご
は
出
来
な

ぃ
。
若
し
多
毅
の
外
国
民
が
富
源
地
に
進
入
す
る
こ
ご
が
草
純
な
る
人
積
的
偏
鬼
で
な
〈
、
真
に
共
地
の
枇
合
叉

は
岡
家
の
秩
序
を
動
揺
せ

L
む
る
危
険
を
生
す
る
な
ら
ば
、
富
訴
芭
券
働
ご
の
調
和
は
之
主
異
っ
た
方
法
を
採
ら

な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
貼
よ
り
見
て
富
源
の
開
放
は
之
を
庚
義
に
解
し
、
其
の
中
に
、

↑
多
裁
の
外
図
民
が
宮
源

闘
に
移
住
L
賃
勢
働
者
正
し
て
宮
源
開
後
に
会
奥
す
る
こ
正
、

二
少
数
外
闘
民
が
富
源
闘
に
出
向
き
企
業
者
古

L

て
開
畿
事
業
を
経
倍
す
る
こ
ご
、

三
宮
源
閣
の
開
畿
事
業
に
劃

L
外
岡
よ

h
企
業
出
費
者
ご
し
1
投
資
す
る
こ

吉
、
四
勢
働
闘
が
富
源
国
吉
一
特
殊
通
商
傑
約
を
結
び
、
後
者
は
前
者
に
担
割

L
地
産
物
の
輸
出
を
制
限
せ
子
、
且
つ



輪
出
制
限
の
目
的
を
以
て
地
産
物
の
産
出
を
制
限
せ
古
る
-
】
ご
を
保
障
せ
し
む
る
ニ
ご
の
四
つ
を
包
合
せ
し
め
得

る
。
二
及
三
に
於
て
は
企
業
叉
は
投
資
ご
同
時
に
之
に
関
係
あ
る
地
産
物
を
関
係
闘
に
輪
出
し
得
る
自
由
を
確
保

し
置
く
、
へ
き
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
。
四
の
場
合
は
濁
逸
及
び
瑞
典
閉
じ
於
て
繊
の
輸
出
を
約
束
せ
る
が
却
き
で
あ

っ
て
、
此
の
特
殊
通
商
悦
約
は
其
目
的
に
反
せ
ゴ
る
限
h
に
於

τ、
僚
件
付
、
有
償
的
で
あ
っ
て
差
支
な
い
。
此

の
地
産
物
輸
出
の
不
制
限
に
就
て
は
通
商
衡
一
中
主
義
さ
特
殊
傑
約
ご
の
開
係
其
他
種
ケ
の
問
題
ゐ
る
も
、
詳
し
〈

サ

は
之
を
他
日
の
機
曾
に
譲
'
り
た
い
。
備
は
宮
源
開
放
の
問
題
に
就

τは
、
故
戸
田
博
上
の
「
天
然
資
源
の
国
際
的

開
放
の
原
則
」
を
讃
ん
で
頂
き
た
い
v

。

官
源
開
放
の
四
つ
の
方
法
は
各
宮
阪
鴎
及
び
努
働
図
の
嘗
時
の
経
済
紋
様
に
依
り
双
方
に
ピ
り
最
も
可
抽
出
じ
し

て
且
つ
有
利
な
る
も
の
を
選
相
拝
す
れ
ば
よ
い
o

例
へ
ば
富
源
国
の
中
、
資
本
も
努
力
も
共
に
少
き
商
米
諸
闘
の
如

き
は
投
資
及
移
住
の
二
つ
に
よ
り
、
資
本
少
な
き
も
努
力
多
言
支
那
及
び
露
西
亜
の
如
き
は
企
業
及
投
資
の
二
つ

に
よ

h
、
資
本
多
き
も
努
力
少
き
米
国
、
加
奈
陀
及
川
V

濠
洲
の
如
き
は
移
住
に
よ
b
、
其
々
労
働
国
民
を
宮
源
開

後
に
参
加
せ
し
め
、
而
じ
て
地
産
物
の
輪
出
を
自
由
な
ら
し
む
る
ニ
ご
は
就
れ
の
宮
源
図
正
雄
、

一
様
に
承
認
し

な
り
れ
ば
な
ら
ね
O

由
来
米
岡
及
濠
洲
は
其
の
強
富
な
る
地
窓
会
侍
ん
で
鎖
国
政
策
に
傾
言
、
此
度
の
米
国
移
民

法
の
如
き
は
其
の
傾
向
を
一
層
明
瞭
な
ら
し
め
た
。
境
問
Z
雌
.
本
図
版
ち
に
於
て
は
自
由
政
策
を
採
h
て
他
国

民
に
ま
で
之
を
鶴
一
詰
問
し
た
る
ほ
ど
な
る
が
、
近
時
は
植
民
地
を
州
問
合
せ
る
大
英
帝
国
に
進
み
、
や
が
て
米
園
の
後

時

地
闘
の
排
日
立
法
よ
旬
生
ず
べ
き
寛
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
弟
一
統
一

C
九
)

論

C 
ゴL

経済論叢第十六巻第四焼。-， 



時

諭

米
岡
白
排
日
立
法
よ
り
生
ず
べ
き
重
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
第
一
腕
一
一

O
)

O 

を
迫
は
ん
ご
す
る
徴
候
古
へ
現
れ
て
居
る
。
他
の
富
源
問
ご
て
も
今
後
宮
を
成
す
に
至
ら
ば
或
は
米
英
に
倣
つ

τ

自
給
濁
善
の
態
度
を
執
る
に
至
る
か
も
知
れ
ぬ
。
若
し
宮
源
図
が
新
の
如
き
態
度
を
執
h
、
勢
働
岡
氏
が
其
散
に

生
存
を
危
ふ
す
る
こ

Z
を
深
く
白
貸
す
る
仁
至
ら
ば
、
此
の
世
界
的
階
級
守
議
は
恐
る
べ
き
結
果
を
誘
致
す
る
で

あ
ら
ふ
。

経
済
生
活
は
損
盆
打
算
の
功
利
主
義
に
支
配
せ
ら
れ
、
列
闘
問
に
は
経
済
的
利
盆
が
錯
綜
し
て
絡
交
を
許
さ
な

い
紋
態
あ
る
が
故
に
、
経
済
的
利
盆
の
矯
じ
身
命
を
拠
つ
図
際
戦
守
は
起
句
得
な
い
筈
で
あ
る
ご
見
た
る
「
ノ

y

7
y
、
z

v

J

ぜ
U
Y

ス
」
流
の
見
解
は
一
面
の
観
察
に
止
ま
り
、
主
(
未
見
の
方
面
に
於
て
巴
に
幾
多
の
戦
争
あ

b
、

叉
今
後
吉
雄
こ
れ
な
き
を
保
し
難
い
。
生
命
ゐ
つ
て
の
利
盆
で
あ

h
、
物
質
的
利
盆

ω斜
め
に
生
命
を
路
す
る
が

如
き
は
功
利
的
現
代
人
の
敢

τ掛川吉
h
y

る
所
で
あ
る
が
、
生
存
保
持
の
震
に
は
敢
T
死
を
僻
し
な
い
o

進
む
も
退

〈
も
共
に
死
に
面
す
る
か
ら
で
あ
る
o
有
産
者
に
劃
抗
す
る
無
産
者
運
動
の
如
き
も
其
中
に
は
生
存
ぞ
強
求
す
る

原
始
的
衝
動
力
が
一
原
因
ご
な
っ
て
居
る
o

比
の
低
劣
な
れ
ど
も
真
純
な
る
所
の
動
機
に
同
情
す
る
者
は
・
徐
裕

あ
る
生
活
を
鋒
み
な
が
ら
も
利
害
の
打
算
を
外
に

L
て
如
上
り
運
動
に
多
加
す
る
。
筒
人
又
は
囲
内
の
階
級
す
ら

斯
の
如

L
o
況
ん
や
闘
結
の
最
も
堅
固
に
し
て
而
か
も
利
害
れ
算
一
の
明
か
に
行
は
れ
難
い
民
族
又
は
闘
民
の
生
存

保
全
の
蓮
勤
に
於
T
お
や
。
吾
人
は
濁
逸
人
が
戦
時
中
に
食
料
の
蝕
乏
に
苦
め
る
経
験
を
聞
き
、
又
戦
後
に
多
数

の
管
養
不
足
せ
る
児
童
が
街
頭
仁
俳
仰
せ
る
を
見

τ、
世
界
第
一
の
高
級
工
業
も
生
存
を
支
持
す
る
カ
な
き
ニ
ご



を
今
夏
の
如
〈
思
ひ
浮
べ
化
。
之
を
戦
時
封
鎖
の
故
な
り
さ
し
て
軽
々
し
く
看
過
し
て
は
な
ら
凶
o

戦
時
封
鎖
は

苛
酷
な
れ
H

と
一
時
的
で
あ
る
。
宮
源
園
の
富
源
閉
鎖
は
細
〈
長
〈
勢
働
岡
民
の
生
存
ヤ
縮
め
、
絶
え
千
其
死
命
を

制
す
る
o

圏
内
の
有
産
者
無
産
者
間
の
闘
争
は
如
何
に
激
烈
に
見
え
る
ご
も
、
其
彪
に
は
倫
ほ
同
胞
融
和
の
可
能

性
が
あ
る
。
異
穏
の
民
族
は
瓦
に
憎
悪
し
易

ν、
之
に
生
存
上
の
不
満
足
よ
b
来
る
要
求
及
び
之
に
劃
す
る
桓
否

が
件
ム
記
す
れ
ば
其
の
結
果
の
重
大
な
る
ニ
ご
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
o

備
は
叉
我
等
は
近
時
諸
国
の
経
済
組
織
が
漸
弐
に
資
本
主
義
制
よ
り
嶋
労
働
主
語
制
に
推
移
し
、
少
〈
ご
も
資
本

家
に
劉
し
帥
労
働
者
の
勢
力
が
増
進
す
る
趨
勢
に
注
意

L
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
資
本
主
義
の
人
々
は
利
害
打
算
営
念

ご
す
る
が
故
に
、
園
際
関
係
に
於

τも
自
己
に
利
盆
ゐ
b
吉
田
山
へ
ば
進
ん
で
交
換
的
妥
協
的
態
度
を
執
り
、
可
な

h
J
康い
I

範
固
ま
で
経
済
上
の
図
際
協
調
に
傾
〈
の
で
あ
る
。
然
る
に
勢
働
主
義
者
は
此
主
義
を
以

τ生
活
の
哲
皐

ご
な
し
、
利
害
の
打
算
よ
り
も
先
づ
同
階
級
の
自
立
自
存
の
議
仁
進
み
行
く
。
理
論
上
よ
り
謁
へ
ば
恥
界
を
一
穂

Z
す
る
勢
働
主
義
が
理
想
な
ら
な
も
現
在
の
人
類
は
其
露
ま
で
賞
際
運
動
を
試
h
u
る
仁
は
簡
は
依
り
に
民
族
概
念

が
強
過
ぎ
る
o

従
っ
て
努
働
主
義
は
現
買
に
は
図
民
労
働
主
義
に
止
ま
り
、
共
は
資
本
主
義

ω如
岩
国
際
的
妥
協

に
向
ふ
よ
り
も
寧
ろ
一
園
の
企
業
権
を
掌
握
す
る
に
従
う
て
自
国
の
宮
訴
を
自
国
の
勢
働
者
の
み
に
別
用
せ
し
め

ん
ご
す
る
方
針
に
出
づ
る
で
あ
ら
ふ
。
融
労
働
者
に
国
境
な
し
Z
一
五
ふ
標
語
は
賃
峨
労
働
者
に
就

τ言
は
る
、
こ
Z
で

あ
る
。
彼
等
は
国
家
を
以
て
資
本
家
の
牧
盆
機
関
な
り
ご
見
る
が
放
に
、
新
か
る
国
家
に
は
愛
着
佐
戚
じ
な
い
筈

時

諭

米
岡
山
排
目
立
法
よ
習
生
ず
ベ
幸
重
大
な
る
結
呆

第
十
九
悠

(
第
一
銃
二
一
)



時

論

来
園
町
排
目
立
法
上
り
生
ず
〈
き
重
大
な
る
結
呆

第
十
九
巻

(
第
一
説
一
一
ニ
)

で
&
品
。

吉、れ
H

と
岡
家
が
白
立
券
働
者
の
手
に
移
b
又
は
少
〈
ご
も
よ
〈
崎
労
働
者
の
要
求
を
容
る
、
古
き
は
、
園

墳
を
厳
守
す
る
こ
ご
恐
ら
〈
資
本
家
の
比
で
は
あ
る
ま
い
ご
思
ふ
o

米
闘
の
排
外
政
策
も
主
ざ
し
て
労
働
者
の
希

望
に
後
し
、
「
ゴ
ン
メ

1
3
」
氏
の
移
民
に
閲
す
る
意
見

ω如
き
も
此
の
希
望
一
を
代
帥
附
し
て
居
る
。
英
図
の
如
き
も

勢
働
者
が
勢
力
を
強
む
る
に
従
ひ
、
失
業
防
止
の
鴛
に
は
年
来
の
自
由
主
義
を
制
限
す
る
に
至
る
で
ゐ
ら
ふ
。
露

西
亜
の
貿
易
政
策
は
巴
に
此
の
傾
向
を
示
し
て
居
る
が
、
産
業
未
熟
な
る
故
に
具
鎖
的
に
末
に
著
し

f
現
は
れ
な

い
ま
で
、
ゐ
る
。
最
後
の
一
境
地
に
達
す
れ
ば
ご
に
か
〈
、
英
ま
で
の
閑
は
、
諸
闘
に
於
け
る
拙
労
働
主
義
の
後
援
が

宮
源
岡
劉
労
働
岡
の
守
議
を
一
厨
激
烈
な
ら
し
む
る
可
能
性
ゐ
る
こ
ご
を
認
め
ぎ
る
を
得
な
い
。
叫
労
働
図
民
が
券

働
主
義
に
煩
は
古
る
、
ご
言
ふ
こ
芭
も
亦
人
事
の
複
雑
な
る
こ
子
竺
不
す
も
の
で
ゐ
る
。

O 

以
上
吾
人
は
世
界
に
於
け
る
人
格
争
議
ご
経
路
争
議
に
就
て
概
略
を
述
ぺ
た
る
が
、
此
二
大
守
議
は
寅
に
現
在

及
熔
京
市
に
於
て
全
世
界
の
共
同
生
活
の
安
定
を
脅
か
す
最
大
原
因
で
ゐ
る
。
此
の
二
争
議
が
困
渦
に
解
決
さ
れ
な

い
限
h
は
世
界

ω平
和
は
決
し
て
確
立
し
な
い
。
此
の
二
母
議
は
前
例
な
、
吉
大
規
模
の
も
の
た
る
ご
同
時
に
、
会

人
類
を
分
つ

τ
二
ご
な
し
、
其
問
に
於
け
る
生
存
の
保
全
ご
人
格
の
曾
巌
ご
に
閲
す
る
劃
抗
運
動
な
る
村
い
り
に
、

過
去
に
額
費
し
た
る
宗
教
闘
守
よ

h
も
一
層
深
刻
味
を
帯
び
て
居
品
。
然
ら
ば
是
等
の
一
宰
議
は
如
何
に
し
て
解
決

事
る
、
で
あ
ら
ふ
か
。



園
家
又
は
園
民
枇
舎
に
あ
り
で
は
巳
に
や
や
強
固
な
る
闇
健
意
志
を
生
じ
、
差
別
待
遇
又
は
階
級
品
到
立
よ
り
生

十
る
等
議
の
解
決
が
、
決
し
も
決
定
的
闘
守
の
外
に
道
な
き
誇
で
は
な
〈
、
忠
誠
又
は
乱
公
正
の
主
義
が
賓
カ

Z
L

然
る
仁
世
界
の
共
同
生
活
じ
は
忠
誠
は
愚

て
存
在
し
之
に
由
っ
て
難
闘
を
通
過
し
得
る
倹
地
が
建
っ
て
然
る
。

か
、
託
公
正
の
主
義
す
ら
未
だ
震
力
Z
な
ら
ざ
る
ほ
ど
の
自
然
祉
曾
に
止
っ
て
居
る
。
正
義
正
一
質
カ
正
の
戟
ご
言
ム

は
語
弊
が
あ
る
o

正
義
吉
は
「
私
」
が
「
公
」
に
従
ふ
こ
ご
で
ゐ
る
o

正
義
が
行
は
る
、

Z
云
ふ
こ
Z
は
、
「
私
」
を

主
張
す
る
カ
に
謝
し
「
会
」
を
保
持
す
る
力
の
強
き
に
由
b
、
後
者
が
前
者
を
制
す
る
を
言
ひ
、
や
は
h
賞
力
古
賀

カ
己
の
出
曾
で
あ
る
。

一
一
一
の
園
民
の
唱
ふ
る
世
界
的
正
義
の
穫
は
、
他
の
多
数
困
民
が
唱
和
せ

e
さ
る
限
b
、
世

界
の
立
場
よ
り
見
て
一
の
自
然
の
カ
た
る
に
止
ま
り
意
志
の
カ
た
る
世
界
的
正
義
で
な
い
。
是
に
於
て
か
我
等
の

加
は
れ
る
二
大
字
議
は
二
つ
の
方
向
の
説
れ
か
を
採
っ
て
開
展
す
る
。
英
一
は
英
米
人
の
謂
ゆ
る
正
義

z正
義
芭

の
衝
突
、
吾
人
の
謂
ゆ
る
必
要
Z
必
要
、
否
な
寧
ろ
必
要
Z
便
宜
ご
の
衝
突
が
、
自
然
の
法
則
に
由
っ

τ開
展
す

る
に
あ
る
o
其
二
は
ご
一
閥
一
民
が
熱
心
に
提
唱
す
る
世
界
的
正
義
の
論
が
他
図
民
の
共
鳴
賛
同
を
得
て
世
界
的
正

義
の
カ
Z
化
し
、
此
の
意
志
の
法
則
が
母
子
議
解
決
の
基
調
芭
な
る
に
あ
る
o

蛍
今
文
明
園
民
古
橋
せ
ら
る
る
人
々
は
、
例
入
ご
し
て
は
著
し
〈
、
国
民
ご
し
て
も
可
な
h
進
ん
だ
る
程
度
ま

で
巳
仁
自
然
生
活
を
脱
L
て
意
志
生
活
に
蓮
じ
て
居
る
o
此
上
は
闘
民
生
活
に
於
て
意
士
山
生
活
を
繍
充
す
る
ご
共

に
、
真
に
世
界
生
活
に
於

τも
意
志
生
活
の
階
段
に
ま
で
上
ら
な
り
れ
ば
な
ら
見
。
人
類
の
自
覚
的
生
活
の
進
路

時

論

米
岡
白
排
目
立
法
よ
り
生
ず
4

き
重
大
な
る
結
呆

第
十
九
巻

{
第
一
一
騨
}
一
=
一
)

一
一



時

論

来
闘
の
排
目
立
法
よ
り
生

T
4
脅
重
大
な
る
結
果

第
十
九
巻

(
第
一
毅
一
一
回
)

四

は
共
虞
に
存
し
、
閤
際
聯
盟
の
如
き
・
よ

L
不
純
の
要
素
ゐ
b

E
す
る
も
、
巳
に
園
民
を
超
ゆ
る
意
志
生
活
に
入

ら
ん
芭
す
る
端
緒
正
一
五
ひ
得
る
o

然
る
に
他
方
を
顧
れ
ば
、
通
商
倹
約
に
於
て
す
ら
他
の
国
民
が
貿
易
上
無
柏
町
件

均
需
主
義
を
執
れ
る
に
も
拘
ら
歩
、
濁
h
差
別
主
義
を
頑
守

L
、
自
闘
の
元
首
が
提
唱
し
た
る
園
際
聯
躍
の
加
入

を
も
拒
否
し
、
叉
今
日
の
移
民
問
題
の
紛
守
を
見
て
・
園
際
聯
盟
に
加
入
し
居
ら

g
hし
こ
ご
を
悦
よ
ご
れ
公
言
す

zn白
人
を
有
せ
る
米
闘
が
あ
る
。
而
か
も
英
闘
が
現
今
世
界
に
於
て
最
も
強
大
な
る
勢
力
を
持
し
て
種
ケ
の
図
際

協
調
を
冷
眼
滅
し
て
居
る
。
世
界
の
共
同
生
活
は
備
は
概
し
て
野
蒙
現
象
に
止
ま

b
、
之
を
文
化
現
象
正
裕
す
べ

〈
倫
ほ
倹
h
に
無
統
制
的
で
あ
る
。

終
に
吾
人
は
世
界
的
争
議
に
於
り
る
我
岡
氏
の
地
位
如
何
を
省
み
セ
い
γ

。
無
色
人
調
有
色
人
の
守
議
に
於
て

は
、
我
園
民
は
原
告
の
先
頭
に
立
も
共
同
被
告
た
る
支
那
、
印
度
、
西
亜
細
亜

ω諸
国
民
吉
行
動
を
共
に
す
る
の

で
あ
る
。
然
る
に
輔
じ
て
宿
源
園
野
労
働
閣
の
争
議
に
至
つ
て
は
、
支
那
及
印
度
は
原
告
た
る
我
等
ピ
共
同
関
係

を
離
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
反
劃
の
側
に
立
つ
ぺ
〈
、
共
同
原
告
ご
し
て
は
濁
換
伊
等
の
諸
岡
民
Z
提
携
し
得
る

告
で
あ
る
が
、
是
等
は
人
穏
母
議
に
於
て
反
劃
側
に
立
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同
人
穏
た
る
宮
源
凶
民
ご
の
安
協

が
必
し
も
困
難
で
な
い
境
遇
に
あ
る
。
斯
〈
て
結
局
は
日
本
岡
民
の
み
が
此

ω二
大
争
議
を
過
す
る
原
告
正
し

て
世
界
の
法
廷
に
於
て
白
己
の
要
求
ご
世
界
的
正
義
の
主
扶
ピ
を
合
せ
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
凶
地
位
じ
め
る
。
此



仇
り
守
議
の
解
決
に
就
て
鍵
を
握
っ
て
居
た
か
の
却
〈
見
え
た
米
闘
は
、
主
(
鍵
を
喪
失
し
て
自
己
の
分
で
あ
る
べ
き

筈
の
重
き
責
任
ま
で
も
塞
げ
て
之
を
日
本
閤
民
に
鞠
嫁
し
だ
o

吾
人
は
壇
原
大
使
に
倣
ひ
て
、
米
闘
の
排
目
立
法

が
、
今
後
の
世
界
の
二
大
南
京
議
及
び
日
本
岡
艮
の
責
任
に
封
じ
て
重
大
な
る
結
果
を
誘
致
せ
る

ιご
を
戚
知
せ
F

る
を
得
な
い
。

此

ω
二
争
議
は
如
何
に
審
判
せ
ら
る
る
で
あ
ら
う
か
。
「
自
然
」
の
法
廷
は
二
守
議
を
合
せ
て
優
勝
劣
敗
の
法
傑

を
適
用
し
、
原
告
の
力
弱
、
さ
を
理
由
ご
し
て
事
も
な
げ
に
其
敗
訴
を
宣
告
す
る
で
あ
ら
ふ
か
、
勝
た
ニ
争
議
が
各

別
に
進
行
し
各
部
に
於
け
る
原
告
の
共
同
主
張
が
勢
力
を
増
す
に
従
っ
て
長
〈
此
の
守
議
の
掛
審
を
継
続
す
る
で

あ
ら
ふ
か
o

或
は
又
二
守
議
に
於
け
る
原
告
の
主
張
の
正
営
な
と
こ
ご
が
漸
次
に
被
告
側
に
承
認
せ
ら
れ
て
、
事

件
が
「
自
然
」
の
法
廷
よ
り
「
意
志
」

ω法
廷
に
移
さ
れ
、
絡
に
正
義
者
の
判
決
を
見
る
に
至
る
で
あ
ら
う
か
。
賞
事

者
は
諌
め
判
決
の
何
忙
る
か
を
知
る
こ
ご
は
出
来
的
目
。
原
告
ご
し
て
は
特
に
深
〈
巳
れ
の
地
位
を
自
覚
し
、
血
吊
謹

の
責
任
を
蔀
〈
し
、
以
て
審
判
者
の
好
意
的
心
設
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
而
L
て
我
等
の
試
む
べ
き
泉
設
の
事

項
は
侮
辱
に
劃
す
る
有
形
無
形
の
報
復
で
も
な
〈
、
誤
解
き
れ
易
き
武
威
の
誇
示
で
も
な
い
。
我
等
は
先
づ
自
己

の
共
同
生
活
に
就
て
被
告
の
反
問
を
憧
る
が
如
き
快
陥
な
き
ゃ
否
ゃ
を
検
L
、
殊
に
現
時
の
我
が
図
民
経
済
が
著

し
〈
無
統
制
m
M
態
に
堕
せ
る
に
あ
ら
5
る
か
を
反
省
L
、
先
づ
己
を
正
ふ
し
て
然
る
後
に
、
巳
む
を
得
す
し
て
生

十
る
所
の
蛍
然
の
要
求
を
大
臓
に
直
言
す
べ
き
で
ゐ
る
。

時

論

米
園
。
排
目
立
法
よ

H
生
ず
.
へ
き
重
大
な
る
紺
呆

第
十
九
巻

(
第
一
一
揖
一
一
五
)

宜


